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研究成果の概要（和文）：過去に当科で治療を受け臨床転帰がすでに明らかになっているMDS症例の骨髄クロットから
得られたパラフィン標本を作製（Refractory anemia with excess of blast (RAEB）症例からさらにAMLに移行した症
例を含む)。これらの症例に関しては、診断時（MDS安定期）、輸血開始時期のものがあれば併せて解析した。また、健
常人、巨赤芽球性貧血、発作性夜間血色素尿症、再生不良性貧血症例、骨髄低形成MDSを対照として検討した。現在、
これらの解析中であるが、対象症例も含め新知見の発見が期待できる。

研究成果の概要（英文）：We will develop methods clarifying MDS patients with high risk-transformation 
into AML using gene set found by our new micro array methods. We used bone marrow clots of patients with 
refractory anemia with excess of blast (RAEB）at diagnosis and transforming into AML. In additions, we 
used bone marrow samples of healthy volunteers, and patients with megaroblastic anemia, paroxysmal 
nocturnal hemoglobinuria, aplastic anemia, and hypoplastic MDS.

研究分野： 血液内科学
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１．研究開始当初の背景 
骨髄異形成症候群（Myelodysplastic 

syndromes: MDS）の急性骨髄性白血病(acute 
myeloid leukemia: AML)への進行には、様々
な遺伝子異常が関連しているとの報告がある
が、de novo AML発症に関わる遺伝子と共通す
る点が多い。 
２．研究の目的 
我々は、独自開発の合成 DNA マイクロアレイ
システムを用いて、急性骨髄性白血病(acute 
myeloid leukemia: AML)の予後を予測する可
能性のある 68 遺伝子を抽出した。この中に
はこれまで造血器腫瘍では報告されていな
い遺伝子も確認された。本研究では、この遺
伝子群から MDSでの AMLに関わる遺伝子（群）
を同定し、その予測法を確立することを目標
とする。 
３．研究の方法 
DNA マイクロアレイシステムにより選ばれた
68 遺伝子の中から予後不良群、中間群、良好
群の間で著しく遺伝子発現に差がみられ、か
つ各群で陽性率の高い遺伝子を複数選定する。
これらをMDSからAMLへの移行を予測する遺伝
子セット候補とする。それに対応する蛋白に
対するモノクローナル抗体が入手可能であれ
ば免疫組織化学的な方法で、入手不可能であ
ればオリゴDNA プローブを利用したin situ 
hybridization 法にて骨髄サンプルでの発現
を以下の要領で検討する。 
 
４．研究成果 
過去に当科で治療を受け臨床転帰がすでに明
らかになっているMDS症例の骨髄クロットか
ら得られたパラフィン標本を作製
（Refractory anemia with excess of blast 
(RAEB）症例からさらにAMLに移行した症例を
含む)。これらの症例に関しては、診断時（MDS
安定期）、輸血開始時期のものがあれば併せ
て解析した。また、健常人、巨赤芽球性貧血、
発作性夜間血色素尿症、再生不良性貧血症例、
骨髄低形成MDSを対照として検討した。現在、
これらの解析中であるが、対象症例も含め新
知見の発見が期待できる。 
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